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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ａ）対象体から順次入力された超音波エコー信号に基づいて一連番号を有する多数の２
次元超音波映像を形成する段階と、
　ｂ）前記多数の２次元超音波映像の中から連続する一連番号を有する所定個数の２次元
超音波映像を選択する段階と、
　ｃ）前記選択した２次元超音波映像を重ねて３次元超音波映像を形成する段階と、
　ｄ）前記形成された３次元超音波映像に少なくとも一つのフロー方向マーカーを設定す
る段階と、
　ｅ）前記少なくとも一つのマーカーが設定された３次元超音波映像をディスプレイする
段階と、
　ｆ）前記選択した２次元超音波映像のうちの最先の一連番号を有する２次元超音波映像
を除去する段階と、
　ｇ）前記多数の２次元超音波映像の中から、前記選択した２次元超音波映像の最後の一
連番号の直ぐ次の２次元超音波映像を選択する段階と、
　ｈ）前記最後の一連番号の直ぐ次の２次元超音波映像を前記最先の一連番号を有する２
次元超音波映像が除去された３次元超音波映像に重ねて新たな３次元超音波映像を形成す
る段階と、
　ｉ）前記段階ｃ）～前記段階ｈ）を所定回数繰り返す段階と
を備える超音波映像のディスプレイ方法。
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【請求項２】
　前記段階ｃ）は、前記選択された２次元超音波映像を個別にレンダリングする段階を備
える請求項１に記載の超音波映像のディスプレイ方法。
【請求項３】
　前記段階ｇ）で選択した２次元超音波映像をレンダリングする請求項２に記載の超音波
映像のディスプレイ方法。
【請求項４】
　前記段階ｄ）の後に、
ｄ１１）ユーザから移動命令が入力される段階と、
ｄ１２）前記移動命令に従って前記フロー方向マーカーの位置を移動する段階と、
ｄ１３）前記３次元超音波映像を画面の第１領域にディスプレイし、前記移動したフロー
方向マーカーの位置に対応する２次元超音波映像を第２領域にディスプレイする段階と
を備える請求項１に記載の超音波映像のディスプレイ方法。
【請求項５】
　前記一連番号は、時間の順に定めることを特徴とする請求項１に記載の超音波映像のデ
ィスプレイ方法。
【請求項６】
前記フロー方向マーカーは、前記３次元超音波映像を形成する重なった２次元超音波映像
のうちの最先の一連番号を有する２次元超音波映像に対応するように設定する請求項５に
記載の超音波映像のディスプレイ方法。
【請求項７】
　前記２次元超音波映像の配列方向と平行な時間ガイドラインを前記３次元超音波映像と
共にディスプレイする請求項６に記載の超音波映像のディスプレイ方法。
【請求項８】
　前記段階ｅ）において、
前記３次元超音波映像を反転させてディスプレイする請求項１に記載の超音波映像のディ
スプレイ方法。
【請求項９】
　前記段階ｄ）の後に、
ｄ２１）ユーザから切断マーカー設定命令が入力される段階と、
ｄ２２）前記切断マーカー設定命令に従って前記３次元超音波映像に切断マーカーを設定
して多数の領域に分ける段階と、
ｄ２３）ユーザが前記分けられた多数の領域の中からディスプレイする領域を選択する段
階と、
ｄ２４）選択した領域をディスプレイする段階とを備える請求項１に記載の超音波映像の
ディスプレイ方法。
【請求項１０】
　超音波映像のディスプレイ装置において、
　対象体へ超音波を送信して超音波エコー信号を受信するためのプローブと、
　前記超音波エコー信号に基づいて一連番号を有する多数の２次元超音波映像を形成する
ための２次元超音波映像形成部と、
　前記多数の２次元超音波映像の中から連続する一連番号を有する所定個数の２次元超音
波映像を選択し、前記選択した２次元超音波映像を重ねて３次元超音波映像を形成するた
めの３次元超音波映像形成部と、
　前記形成された３次元超音波映像に少なくとも一つのマーカーを設定するためのマーカ
ー設定部と、
　前記少なくとも一つのマーカーが設定された３次元超音波映像をディスプレイするため
のディスプレイ部と
を備え、
　前記３次元超音波映像形成部は、前記選択した２次元超音波映像のうちの最先の一連番
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号を有する２次元超音波映像を除去し、前記多数の２次元超音波映像の中から、前記選択
した２次元超音波映像の最後の一連番号の直ぐ次の２次元超音波映像を選択し、前記最後
の一連番号の直ぐ次の２次元超音波映像を前記最先の一連番号を有する２次元超音波映像
が除去された３次元超音波映像に重ねて新たな３次元超音波映像を形成することを特徴と
する超音波映像のディスプレイ装置。
【請求項１１】
　前記選択した所定個数の２次元超音波映像は、個別にレンダリングすることを特徴とす
る請求項１０に記載の超音波映像のディスプレイ装置。
【請求項１２】
　前記一連番号は時間の順に定めることを特徴とする請求項１０に記載の超音波映像のデ
ィスプレイ装置。　
【請求項１３】
　前記マーカーは前記重なった２次元超音波映像のうちの最先の一連番号を有する２次元
超音波映像を示すフロー方向マーカー及び任意の切断面を設定するための切断マーカーを
備えることを特徴とする請求項１２に記載の超音波映像のディスプレイ装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は超音波診断装置に関し、特に対象体から反射された超音波エコー信号に基づい
て獲得した２次元超音波イメージを３次元超音波映像でディスプレイする方法及びそのた
めの装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　一般に、スタティック３次元イメージは、３次元プローブを通じて時間に関係なく３次
元ロウデータ（ｘ，ｙ，ｚ座標上のデータ）を獲得した後、連続する各フレームを合成し
、これを３次元レンダリング技法を通じて構成されるイメージである。このようなスタテ
ィック３次元イメージは、超音波診断に用いて外科手術のような面倒な方法によらずに人
体内部を観察して診断することができるため、最近広く用いられている。
【０００３】
　しかし、スタティック３次元イメージは静止したイメージであるので、例えば、胎児の
ように動く対象体をリアルタイムで観察するのが難しいという短所がある。従って、前記
のような問題を解決するために、最近はスタティック３次元イメージでなく３次元動画像
を提供するための方法としてライブ３次元イメージング技法が用いられている。ライブ３
次元イメージングを通じてある程度の対象体に対する動きを示すことができる。
【０００４】
　しかし、心臓のように非常に速い速度で収縮と膨張をする対象体に対しては、現在の３
次元超音波プローブで心臓の動きを全てスキャニングするには物理的ハードウェアの制限
が伴う。従って、３次元超音波プローブを用いて時間の変化に応じた実質的な心臓の特定
部位における動きの変化を超音波映像で示すことができない問題があった。また、３次元
超音波プローブの価格が高価な短所がある。
【０００５】
　従って、高価な３Ｄプローブを用いずに、リアルタイムで３Ｄ超音波映像を具現するこ
とができる方法及び装置が必要である。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　本発明は前述した問題を解決するためのものであり、対象体の所定領域からの超音波エ
コー信号に基づいて時間の変化に応じて獲得した２次元超音波映像を順次重ねて、重なっ
た２次元超音波映像に基づいて３次元超音波映像をディスプレイする方法及び装置を提供
する。
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【０００７】
　また、本発明は、対象体の所定領域に対する時間に応じた変化を高価な３次元プローブ
を用いずに、重なった２次元超音波映像に基づいて３次元超音波映像をディスプレイでき
る方法を提供する。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　前記目的のための本発明による超音波映像ディスプレイ方法は、
　ａ）対象体から順次入力された超音波エコー信号に基づいて一連番号を有する多数の２
次元超音波映像を形成する段階と、
　ｂ）前記多数の２次元超音波映像の中から連続する一連番号を有する所定個数の２次元
超音波映像を選択する段階と、
　ｃ）前記選択した２次元超音波映像を重ねて３次元超音波映像を形成する段階と、
　ｄ）前記形成された３次元超音波映像に少なくとも一つのフロー方向マーカーを設定す
る段階と、
　ｅ）前記少なくとも一つのマーカーが設定された３次元超音波映像をディスプレイする
段階と、
　ｆ）前記選択した２次元超音波映像のうちの最先の一連番号を有する２次元超音波映像
を除去する段階と、
　ｇ）前記多数の２次元超音波映像の中から、前記選択した２次元超音波映像の最後の一
連番号の直ぐ次の２次元超音波映像を選択する段階と、
　ｈ）前記最後の一連番号の直ぐ次の２次元超音波映像を前記最先の一連番号を有する２
次元超音波映像が除去された３次元超音波映像に重ねて新たな３次元超音波映像を形成す
る段階と、
　ｉ）前記段階ｃ）～前記段階ｈ）を所定回数繰り返す段階と
を備える。
【０００９】
　本発明によれば、超音波映像のディスプレイ装置は、超音波映像のディスプレイ装置に
おいて、
　対象体へ超音波を送信して超音波エコー信号を受信するためのプローブと、
　前記超音波エコー信号に基づいて一連番号を有する多数の２次元超音波映像を形成する
ための２次元超音波映像形成部と、
　前記多数の２次元超音波映像の中から連続する一連番号を有する所定個数の２次元超音
波映像を選択し、前記選択した２次元超音波映像を重ねて３次元超音波映像を形成するた
めの３次元超音波映像形成部と、
　前記形成された３次元超音波映像に少なくとも一つのマーカーを設定するためのマーカ
ー設定部と、
　前記少なくとも一つのマーカーが設定された３次元超音波映像をディスプレイするため
のディスプレイ部と
を備え、
　前記３次元超音波映像形成部は、前記選択した２次元超音波映像のうちの最先の一連番
号を有する２次元超音波映像を除去し、前記多数の２次元超音波映像の中から、前記選択
した２次元超音波映像の最後の一連番号の直ぐ次の２次元超音波映像を選択し、前記最後
の一連番号の直ぐ次の２次元超音波映像を前記最先の一連番号を有する２次元超音波映像
が除去された３次元超音波映像に重ねて新たな３次元超音波映像を形成することを特徴と
する。
【発明の効果】
【００１０】
　本発明によれば、２次元超音波映像を重ねて３次元超音波映像を形成することによって
、高価な３次元プローブを用いずに３次元超音波映像を提供することができる。また、２
次元超音波映像を個別にレンダリングして３次元超音波映像を形成することによって、３
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次元超音波映像の形成時間を減らしてリアルタイムで３次元超音波映像を提供することが
できる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１１】
　図１は、本発明の実施例による超音波診断装置の構成を示すブロック図である。
　図示された通り、本発明による超音波診断装置１００は、プローブ１１０、２次元超音
波映像形成部１２０、３次元超音波映像形成部１３０、ディスプレイ部１４０及びマーカ
ー設定部１５０を備える。
【００１２】
　プローブ１１０は対象体へ超音波信号を送信した後、対象体から超音波エコー信号を受
信する。本発明によるプローブ１１０は、２次元超音波映像を獲得することができる任意
のプローブが用いられる。
【００１３】
　２次元超音波映像形成部１２０は、対象体からプローブ１１０を通じて受信した超音波
エコー信号に基づいて一連番号を有する多数の２次元超音波映像を形成する。２次元超音
波映像形成部１２０で形成された２次元超音波映像は、Ｂモード（Ｂｒｉｇｈｔｎｅｓｓ
　ｍｏｄｅ）、ドップラーモード及びカラーモードのうちのいずれか一つのモードの２次
元超音波映像である。前記一連番号は時間の順に設定することができる。
【００１４】
　３次元超音波映像形成部１３０は、２次元超音波映像形成部１２０で形成された多数の
２次元超音波映像に基づいて３次元超音波映像を形成する。本発明による３次元超音波映
像形成部１３０は、２次元超音波映像形成部１２０で形成された多数の２次元超音波映像
の中から所定個数を選択して個別にレンダリングをする。このようにレンダリングされた
２次元超音波映像をバッファなどに格納し、これを重ねて３次元超音波映像を形成する。
【００１５】
　３次元超音波映像形成部１３０は、ユーザが見たい関心ボリュームのために３次元超音
波映像を構成するボリュームデータに適切に透明処理した３次元超音波映像を提供するこ
とができる。
【００１６】
　３次元超音波映像形成部１３０で形成された３次元超音波映像は、ディスプレイ部１４
０を通じて画面上にディスプレイする。
【００１７】
　マーカー設定部１５０は、ディスプレイ部１５０でディスプレイされた３次元超音波映
像に多数のマーカーを設定する。ユーザは、本発明による超音波診断装置に提供されるコ
ントロールキー（図示せず）などを用いて３次元超音波映像の回転軸、３次元超音波映像
を形成するために２次元超音波映像を重ねる方向を表示するためのマーカーを設定するこ
とができる。
【００１８】
　以下、本発明による超音波映像のディスプレイ方法について図２～６を参照してより詳
細に説明する。
【００１９】
　図２は、本発明により超音波映像をディスプレイする方法を示すフローチャートである
。
【００２０】
　２次元超音波映像形成部１２０は、対象体の所定領域から反射されてプローブ１１０に
受信された超音波エコー信号に基づいて、図３に示された通り、一連番号（Ｐ１，Ｐ２，
Ｐ３，・・・）を有する多数の２次元超音波映像をリアルタイムで形成する（Ｓ２１０）
。本発明による多数の２次元超音波映像の一連番号は、２次元超音波映像が得られる時間
の順に定められる。
【００２１】
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　３次元超音波形成部１３０は、２次元超音波映像形成部１２０で形成された多数の２次
元超音波映像の中から連続する一連番号を有する所定個数の２次元超音波映像を選択する
（Ｓ２２０）。
【００２２】
　所定個数の選択された２次元超音波映像を個別にレンダリングをし（Ｓ２３０）、レン
ダリングされた２次元超音波映像を格納する（Ｓ２４０）。以後、図４に示した通り、格
納された２次元超音波映像を重ねて３次元超音波映像を形成してディスプレイし、図５に
示された通り、予め定められた一連番号を有する２次元超音波映像に対応させてフロー方
向マーカー５１０を前記３次元超音波映像と共にディスプレイする（Ｓ２５０）。
【００２３】
　図５は、本発明によりディスプレイした３次元超音波映像を概略的に示す図面である。
本発明によるフロー方向マーカーは、３次元超音波映像を構成する２次元超音波映像の中
で最先の一連番号を有する２次元超音波映像に対応するように設定できる。
【００２４】
　続いて、格納された２次元超音波映像の中から最先の一連番号を有する２次元超音波映
像を除去し（Ｓ２６０）、２次元超音波映像形成部１２０で形成された２次元超音波映像
の中から、格納された２次元超音波映像の最後の一連番号と直ぐ隣接する一連番号を有す
る２次元超音波映像を選択する（Ｓ２７０）。
【００２５】
　段階Ｓ２７０で選択した２次元超音波映像をレンダリングして格納する（Ｓ２８０）。
【００２６】
　図６は、図４で３次元超音波映像を構成する２次元超音波映像の中から最先の一連番号
（Ｐｉ）を有する２次元超音波映像を除去し、最後の一連番号（Ｐｎ＋ｉ－１）を有する
２次元超音波映像と直ぐ隣接する一連番号（Ｐｎ＋ｉ）を有する２次元超音波映像を重ね
たことを概略的に示す図面である。
【００２７】
　以後、２次元超音波映像形成部で形成された多数の２次元映像に対して段階Ｓ２４０～
Ｓ２８０を繰り返して行い、リアルタイムで３次元超音波映像を形成してディスプレイ部
１４０に３次元超音波映像をディスプレイする。
【００２８】
　ディスプレイ部１４０にディスプレイされた３次元超音波映像にフロー方向マーカーと
共に多数のマーカーを設定することができる。多数のマーカーは、本発明による３次元超
音波映像のＢビューイング角度や３次元超音波映像を構成する任意のフレームを選択する
ための表示、または３次元超音波映像の切断映像を表示するのに用いられる。
【００２９】
　本発明による３次元超音波映像に反転モードを適用して血管壁または心臓の心壁などを
３次元超音波映像からなくなるようにし、血管または心臓で血液がたまっている部分の時
間に応じた変化、即ち、時間の変化に応じた血液の変化を容易に観察することができる。
また、本発明による３次元超音波映像を構成するボリュームデータに適切な透明処理を通
じて所望の部分を容易に観察することができる。
【００３０】
　図７は、本発明による３次元超音波映像にフロー方向マーカー７１０と、選択マーカー
７２０を設定した例を示す概略図である。図７に示された通り、３次元超音波映像を構成
する多数の２次元超音波映像の中で最先の２次元超音波映像に対応するフロー方向マーカ
ー７１０と、任意の２次元超音波映像に対応する選択マーカー７２０を設定することがで
きる。フロー方向マーカー７１０を通じて２次元超音波映像が重なる方向を知ることがで
きる。もし、格納された２次元超音波映像の中から最先の２次元超音波映像が除去されれ
ば、フロー方向マーカーは自動的に次の一連番号を有する２次元超音波映像に対応するよ
うに設定される。
【００３１】
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　選択マーカー７２０は、フロー方向マーカー７１０を利用して用いることができる。例
えば、ユーザが選択マーカーの設定命令を入力すれば、マーカー設定部１５０は３次元超
音波映像でフロー方向マーカー７１０を選択マーカー７２０として設定するようになる。
以後、ユーザが選択マーカー７２０の移動命令を入力し、移動命令に従って選択マーカー
７２０が３次元超音波映像の所定の位置に対応すれば、図８に示された通り、ディスプレ
イ部１４０での画面が第１領域８１０及び第２領域８２０に分割され、第１領域に３次元
超音波映像がディスプレイされ、移動したフロー方向マーカーの位置に対応する２次元超
音波映像が第２領域にディスプレイされる。
【００３２】
　また、３次元超音波映像に対象体の方向を表示するための映像方向マーカー７３０を設
定することができる。
【００３３】
　図９は、本発明による３次元超音波映像に回転軸マーカーＴを設定した例を示す概略図
である。
【００３４】
　図９で示された通り、本発明による回転軸マーカーＴとして３次元超音波映像の時間軸
またはＺ軸を用いることができる。回転軸マーカーＴは、本発明による３次元超音波映像
を任意の角度に回転して多様な方向に３次元超音波映像をディスプレイするために用いら
れる。また、回転軸マーカーが時間軸に該当する場合、心臓などのような対象体の動き周
期を表示するためのタイムガイドラインを画面上に提供できる。タイムガイドラインは、
２次元超音波映像の配列方向と平行にディスプレイされる。
【００３５】
　図１０は、本発明による３次元超音波映像の切断された映像を示すために多様な切断マ
ーカーを設定した例を示す概略図である。ユーザが切断マーカー設定命令を入力すれば、
マーカー設定部１６０は切断マーカー設定命令に従って前記３次元超音波映像に切断マー
カーを設定して多数の領域に分割し、ユーザが前記分割された多数の領域の中からディス
プレイする領域を表示器（図示せず）を用いて選択してこれをディスプレイする。
【００３６】
　図１０に示された通り、本発明による切断マーカーには、ライン切断マーカー１０１０
、曲線切断マーカー１０２０及びフリーライン切断マーカー１０３０などがある。本発明
による切断マーカーを用いて超音波映像に表示して切断し、表示器を用いてディスプレイ
する切断面を選択することができる。
【００３７】
　図１１は、３次元超音波映像にライン切断マーカー１１１０を表示したことを示す図面
であり、図１２は、図１１においてライン切断マーカー１１１０によって切断された断面
を示す概略図である。
【００３８】
　本発明の好適な実施の形態について説明し、例示したが、本発明の特許請求の範囲の思
想及び範疇を逸脱することなく、当業者は種々の改変をなし得ることが分かるであろう。
【図面の簡単な説明】
【００３９】
【図１】本発明の実施例による超音波映像のディスプレイ装置の構成を示すブロック図で
ある。
【図２】本発明により超音波映像をディスプレイする方法を示すフローチャートである。
【図３】本発明により獲得した多数の２次元超音波映像を概略的に示す図面である。
【図４】多数の２次元超音波映像の中から３次元超音波映像でディスプレイされる所定個
数の２次元超音波映像を示す図面である。
【図５】図４で選択された２次元超音波映像を重ねてディスプレイされた３次元超音波映
像を示す図面である。
【図６】図４で選択された２次元超音波映像の中から直ぐ隣接した２次元超音波映像を選
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【図７】本発明による３次元超音波映像にフロー方向マーカーと選択マーカーを設定した
例を示す概略図である。
【図８】本発明による３次元超音波映像と選択マーカーによって選択された２次元超音波
映像を示す概略図である。
【図９】本発明による３次元超音波映像に回転軸とタイムガイドラインを設定した例を示
す概略図である。
【図１０】本発明による３次元超音波映像の切断された映像を示すために多様な切断マー
カーを設定した例を示す概略図である。
【図１１】本発明による３次元超音波映像に切断マーカーを設定した例を示す例示図であ
る。
【図１２】図１１で設定された切断マーカーによって切断された断面を概略的に示す図面
である。
【符号の説明】
【００４０】
１１０　プローブ、
１２０　２次元超音波映像形成部、
１３０　３次元映像形成部、
１４０　ディスプレイ部、
１５０　マーカー設定部。

【図１】 【図２】
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